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伊賀市　 「事務事業評価」　結果総括シート〔2次評価シート〕 （４）評価実施年度 平成　19　　年度

（１）政策
コード 名称 （５）評価責任者職名 水道管理者

10 (5)暮らしを支える生活環境の整ったまちづくり （６）評価責任者氏名 濱　一吉

（２）基本施策

コード 名称

（３）生活課題 21 水がおいしい

（７）評価者

21 ①安全でおいしい水道水を安定供給する

（９）
継続・
新規
(19.20.
21.22)

コード （１０）事務事業名 コード （１１）担当部課名

（１２）事業費(千円)

（１３）
投入
人員
（人）

な成果（新規事業の場合は目標

（１７）
指標の
単位

（１８）
評価
類型

１次評価結果 ２次評価

（33）その他の改革
改善点についてＨ１８

決算額

Ｈ１９
予算額・
補正要
求額

Ｈ２０
要求
見込額

（１４）指標名

指標の数値 個別評価

(23)
総合
評価

（24）
方向性

（25）
１次評
価修正
有・無

（26）修正点 （27）修正の理由

（28）
改革改善
案修正の
有・無

（29）
修正点

（30）
優先
度
区分

(31)
方向
性

（32）
方向性の評価につい

て
（１５）
１７年度

（１６）
１８年度

（１９）
必要性

（２０）
有効性

（２１）
達成度

（２２）
効率性

継続 3005
水道事業基本計画策定業務
及び創設認可業務

340100 水道総務課 0 23,160 21,124 1.0
スケジュール
による委員会
回数

- 2 回 Ⅰ 4 4 3 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 1Ｇ ｂ
概ね計画通り進捗して
おり、１９年度で策定
可能である。

計画的に委員会の開
催を行うことが必要で
ある。

１９・新
規・当
初

5009
阿山上水道緊急遮断弁整備
事業

340100 水道施設課 36,660 33,660 0.3 設置率 H19で50
H20で
100
％ Ⅲ 4 4 ― 3 A ― 無 ― ― 無 ― 2Ｇ ｂ

地震などの災害に備
え早急に整備が必要
であり妥当である。

―

１９・新
規・当
初

5010 緊急時給水拠点確保等事業 340100 水道施設課 33,660 111,160 0.3 設置率 H19で50
H20で
100
％ Ⅲ 4 4 ― 3 A ― 無 ― ― 無 ― 2Ｇ ｂ

地震などの災害に備
え早急に整備が必要
である。

―

継続 3001 阿山上水道配水管更新事業 340100 水道施設課 59,892 241,000 57,200 1.0 老朽管更新 1 16 ％ Ⅲ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 3Ｇ c
漏水防止と水道水安
定供給のため妥当で
ある。

今後も計画的な工事
の推進が必要である。

継続 3002 伊賀上水道配水管更新事業 340100 水道施設課 40,419 320,915 53,600 0.5 老朽管更新 2 11 ％ Ⅲ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 3Ｇ c
漏水防止と水道水安
定供給のため妥当で
ある。

今後も計画的な工事
の推進が必要である。

継続 3003 上野上水道配水管更新事業 340100 水道施設課 61,312 90,800 110,800 1.5 老朽管更新 50 56 ％ Ⅲ 4 4 4 3 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 3Ｇ c
漏水防止と水道水安
定供給のため妥当で
ある。

今後も計画的な工事
の推進が必要である。

継続 3004
上野上水道第８次拡張事業
（上野上水道区域）

340100 水道施設課 303,710 266,600 222,800 1.5 整備率 50 58 ％ Ⅲ 4 4 3 4 A 現状維持 無 ― ― 無 ― 4Ｇ c

簡易水道統合と無給
水地域の解消を図る
ため拡張事業を行うこ
とが必要であり、計画
は妥当である。

―

２１・新規 7014
伊賀水道用水供給事業施設
譲渡

340100 水道総務課 - - - 1.5 施設の取得 - - 式 Ⅲ 4 4 ― 4 A ― 無 ― ― 無 ― 4Ｇ c

県営水道の進捗状況
を踏まえて、今後県と
の交渉を行うことが必
要である。

県との交渉において、
価格交渉がポイントに
なってくる。

全 8 事業
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